
【令和８年度 京都版ミニ・ミュンヘンin梅小路 概要】

・ 日時：令和８年10月17日（土）

・ 場所：梅小路公園

・ 企画段階からの子どもの数：約440名

※ 令和７年度：約220名

○ 梅小路公園での「京都版ミニ・ミュンヘン」のモデル実施を契機

に、多様な主体の参画や府市が実施する子育て・教育・産業関連施

策との連携を強化することにより、「京都版ミニ・ミュンヘン」の

取組を更に深化させること。（Ｒ７第２回の合意）

合意事項の内容

取 組 方 策

１ 京都版ミニ・ミュンヘン
（府：総合政策環境部総合政策室、市：子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部育成推進課）

○ 令和８年度 京都版ミニ・ミュンヘンｉｎ梅小路 の開催

これまでの合意事項に関する取組について

令和８年度第２回府市トップミーティング 会議資料

・ 令和７年度に引き続き、民間企業に子ども向けブースを出展いた

だくほか、協賛等による参画も拡大し、多様な主体との連携を強化

・ 令和７年のATVK博覧会「京都子ども探究博」出展高校が当日に

ブース出展をするなど、府市が実施する子育て・教育・産業関連施策

との連携も強化



○ 令和８年度をターゲットイヤーに、府・市・経済界を中心とする

オール京都体制での文化庁連携プラットフォームの取組として、行

幸行列の再現や各種企画・展示等の「寛永行幸四百年祭」を企画・

実施すること。（Ｒ７第１回の合意）

合意事項の内容

取 組 方 策

２ 寛永行幸四百年祭
（府：文化生活部文化政策室、市：文化市民局文化芸術都市推進室文化芸術企画課）

○ 「寛永行幸四百年祭」の企画内容

寛永行幸(※)が400年の節目を迎えるに当たり、寛永行幸の行事を再

現し、寛永文化を振り返る「寛永行幸四百年祭」を実施

(※) 寛永３年(1626年)、徳川将軍家が後水尾天皇を二条城にお迎えし、

５日間に渡って様々なおもてなしを行ったイベント

そのメインイベントとして、後水尾天皇の行幸行列の主要シーンを

再現する時代行列イベントを開催予定

【行幸行列再現イベントの概要】

日 程：令和８年12月６日（日）

ルート：京都御苑～二条城東大手門

内 容：行幸行列の主要シーンや、

楽人による雅楽演奏を再現 「二条城行幸図屏風」部分 江戸時代（泉屋博古館蔵）



○ 消防体制の強化に向け、京都市消防ヘリコプターの２機同時運航

が可能となるよう、運用面や人員体制等の具体的な内容について、

府市で取りまとめていくこと。（Ｒ７第３回の合意）

合意事項の内容

取 組 方 策

３ 消防体制の強化（消防ヘリの２機同時運航）
（府：危機管理部消防保安課、市：消防局総務部総務課）

○ 京都市消防ヘリの２機同時運航体制の確保

令和８年９月１日、「京都府広域航空消防防災体制の整備に関する

基本協定」を締結し、京都府市が連携して京都市消防ヘリの２機同時

運航の開始に向けた体制の確保に取り組むことを確認

（基本協定の概要）

・ 京都府市は、京都市消防ヘリの２機同時運航体制を確保すること。

・ 京都府が２機同時運航体制確保に係る経費の一部を負担すること。

・ 京都府市は、府内消防本部とも連携し、必要な人員を配置すること。

・ 京都府は、京都市の承認を得て他の地方公共団体と

京都市消防ヘリを用いた応援協定等を締結することができること。

今後、令和８年10月に府内消防本部

職員を消防航空隊員として配置し、研

修期間を経て、令和９年１月中の運用

開始を目指す。
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